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雇用促進と高工賃を実現するための
就労継続支援事業の施設外就労活動

所在地：三重県伊賀市
人口９２,０００人

＜地域の特徴＞

◆関西圏と中部圏の中間位置
◆名阪国道の物流利便性
◆三重県のメディカルバレー構想の拠点として
医薬品・化粧品等の製造業をはじめとする工
場が多い（本社：大阪・名古屋・東京）

＜提携5企業＞
株式会社ミルボン
サラヤ株式会社
ロート製薬株式会社
チョーヤ梅酒株式会社
中外医薬生産株式会社



突然のコロナ禍の中で①

・施設外就労活動は・・・

5社の異業種企業との請負契約のお陰で、請負減(酒・化
粧品等)もあるが、請負増(消毒液等)もあり

ゴールデンウィーク中も夜勤体制で稼働する企業には、
「微力ながらも、こんな時こそ共に頑張るパートナーであり
たい」とお伝えし、施設外就労活動を継続

苦境の時代は、請負よりも内職が減ることを実感

企業から、施設外就労活動で受けてくれるならば、新たな
OEMを発注したいとの提案あり

企業に頼りにされる施設外就労活動をめざしたい



突然のコロナ禍の中で②

・製菓製パン業は・・・

観光激減、イベント中止、販売先の閉鎖等
売り上げは70%減、そして、長期戦に突入

「私たちには工賃が生活費、減ると困る」
という利用者の声

パン屋から何でも屋に!
「どんな仕事でもやります!」
午前はパン屋、午後は企業の役務(草引き)
伊賀市感染症対策のマスク作りにも乗り出す
新たな関係性が、パン屋の販路拡大につながる



コロナ禍で社会も市場も変化

・変化に対応できる柔軟な事業であること、そして、変わる
ことを怖がらない気構えを

・コロナ禍のせいにしない
助成金でなく、仕事を欲しがる就労支援事業に
受け身でなく主体的に生きる(これが支援の原点)

自分でできることは自分でする

ちょっとがんばってできることも自分でする

できないことは上手にたすけてもらう

・可能性は無限「どんな仕事があるか!」
自分で考え、とにかく臨機応変にやってみる



今が「人材育成」のチャンスと考える

・全てのことには両面がある

・利用者も職員も地域も、皆が「乗り越える力」を
つける

・良きパートナーとネットワークを持つことの強み

・目先は雇用不安、しかし必ず人手不足の時代が来る
今こそ、就労の場で活躍できる「人づくり」に時間
を費やす
福祉サービスであることにこだわるからこそ、生活
訓練と就労移行支援事業のブラッシュアップに取
り組みたい


